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ま え が き 

 

 本研究は、厚生労働省から要請を受けて取り組んだ「若年者就職支援のサービス・モデルと

支援者の要件に関する研究」の結果をとりまとめたものである。 

 近年、職業的な自立が円滑にいかない若年者の問題が社会的な大きな課題となっている。そ

うしたなか、ニートやフリーターといわれる若年者に対する自立支援の活動を行うNPO団体は

全国のさまざまな地域で活動している。民間の力であるそれらNPO団体の活動が効果的に進め

られることは、若年者問題に対する国民の理解を深めることにもつながることが期待され、社

会的な意義が深いといえる。 

 本研究は、不安定就業の状態や、就職の意欲と能力を持ちながら未就職の状態にある若年者

に対して個別に相談・支援を行うNPO団体等の活動における具体的なサービスのあり方を明ら

かにし、また、若年者に接して具体的な援助をすすめる支援者に望まれる要件を明らかにする

ことを目的としている。若年者雇用問題の研究者だけでなく、NPO団体で活動する方々や学校

その他の職業指導関係者のご参考になれば幸いである。 
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 本研究は、若年者の就職支援の実践事例を中心に調査を行ったものであり、調査に際して

は下記の団体・組織等に対してお力添えをお願いした。日頃の活動をご紹介いただくなど格

別のご協力を賜ったことに心からの感謝と御礼を申し上げる次第である。 

 また、調査の企画のために有意義な情報を、独立行政法人雇用・能力開発機構東京センター

ヤングジョブスポット東京から頂戴したことを記載して謝意とさせていただくものである。 
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 ＜事業委託先：（有）ワークエントリー＞ 
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その他公共機関 
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